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1.　第１報で着用 日数 に よ る光沢の変 化を 検討し た

が，第２報では布目 の方向 が変 った場 合， 光沢がどのよ

うに変化す るかを，着用 日数 との関連 で検討 すると同時

に，白 っぽ く光 る現象 の防 止方 法を見出すことを目的と

す る。

2･　同一番手 で同密度 の平織 と綾 織別珍を用い て，パ

イル のねる方向 及び その逆の方 向に裁断したスカ ートを

着用し て，各着用 日数毎 に摩擦部 分につい て，光沢計に

より，光 沢の度 合い を求 めると共 に，視 覚による判定を

合 わせ て行な った。更 にブ ラッシングとスチー ミングに

より，光 沢のみだれを直し うるかど うかを試みた。

3.　別珍 の地組織 とし ての平 織，綾 織の差は，直接 パ

イル のね具 合い ，すなわち白っぽく光る現象は，視覚に

おい てはほ とんどみとめられない。 パイノレのねる方向に

裁断し た場 合は ，全体 に白っぽい感じ とな り，着用に よ

る光沢 の変化 は視 覚ではみとめがたい。 逆に裁 断した場

合は全 体に黒 っぽ くなり，着用 による光沢の変化が明ら

かに現れ る。以 上は測 定し た光沢度に つ い て も報告す

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

上述し た光 沢の変化 は，スチーミングとブラ ッシング

の方向 により相 当消滅させるこ とができた。


